
　この図は、航空機モニタリングの測定結果を基に、福島県と近県における土壌表層
中の放射性セシウムの沈着状況を示したマップです。
　2012年10～12月に、降雨等の自然環境による影響を含めた放射性物質の影響の変
化の状況を確認するために行われたものであり、マップの作成に当たっては、航空機
モニタリングを実施した最終日である2012年11月16日時点と2012年12月28日時
点の値に換算されています。
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　事故から３か月後の2011年６月に行われた国の土壌に関する調査では、東京電力
福島第一原子力発電所から100km圏内で採取された土壌試料について、ヨウ素131
（I-131）の分析が行われました。
　ヨウ素はセシウムと同様に、東京電力福島第一原子力発電所から北西へ帯状に沈着
量が高くなっているのに加え、東京電力福島第一原子力発電所から南側の地域におい
て、セシウムに対するヨウ素の比率が高い地域が存在しています。地域によって、放
射性セシウムと放射性ヨウ素が異なる比率で地表面に沈着している理由としては、放
射性プルームが放出された時期の違いによりヨウ素131とセシウム137の比率が異
なっていることが考えられます。また、南方へ流れたプルーム中のセシウム137に対
するヨウ素131の放出量の比率が相対的に多かったことや、地域により沈着の仕方が
異なり北方で降雨沈着が顕著であったため、北方で土壌に沈着したセシウム137の放
射能濃度が増えたこと等が考えられます1。

　1.  文部科学省、原子力災害対策支援本部「放射線量等分布マップの作成等に関する報告書（第１編）」
（2012年）
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　事故発生直後に行われた環境試料のモニタリングでは、土壌や植物からは高濃度の
放射性ヨウ素と放射性セシウムが検出されました。

本資料への収録日：2013年３月31日
改訂日：2019年３月31日


	202303mat1-07-4
	202303mat1-07-5
	202303mat1-07-6

